
 
 

 

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月９日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方法等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①新たな教育課
程を着実に実施
するとともに検
証を行い、令和
４年度からの教
育課程を編成、
実施する。 
 
②生徒の学習意
欲を喚起し、基
礎学力を確実に
定着させるとと
もに、思考力・
判断力・表現力
を育成する。 

①新たな教育課程
での指導と評価の
在り方を研究し、
学校としての標準
化を図る。 
 
 
 
②一人一台端末を
活用した教材の在
り方や、授業の展
開方法などを研究
し、共有する。 
 
 
 
 
 
②放課後や長期休
業中の補習や講習
の講座を実施する
とともに、教科会
や教員研修を行
う。 

①各教科・科目におい
て、学習指導要領に基
づいた指導と評価の計
画を作成し、寒川高校
としての標準的方策を
共有する。 
 
 
②ICT の特性を活かし
た教材を研究し、生徒
からのアンケートなど
をもとに改善を行う。 
 
 
 
 
 
 
②各学年で、生徒のニ
ーズに応じた講座等を
実施するとともに、教
員研修講座を開催す
る。アンケートを実施
し、教員の意識の変化
を調べる。 

①各教科・科目
で、標準的な方策
が作成・共有でき
たか。 
 
 
 
 
②教材の研究成果
や、改善点などの
情報を共有できた
か。 
 
 
 
 
 
 
②生徒のニーズに
応じた講座等を実
施できたか。ま
た、教員研修を通
じて、生徒に還元
できる教材等を開
発できたか。意識
の向上が見られた
か。 

①令和４年度の指導と評価の
計画について、４月からの実
施内容と学習指導要領に基づ
き、各教科で作成した。ま
た、令和５年度の指導と評価
の計画について、学習指導要
領に基づき、各教科で作成し
た。 
②各教科での授業実践や授業
研究を行った。また、11 月
に実施した研究授業の成果を
職員間で共有し、来年度の授
業計画に活用できるようにし
た。生徒による授業アンケー
トなどをもとにさらに授業改
善ができるように、各教科で
研究を行った。 
 
②夏季休業中に 12 講座を設
定し、11 講座を開講した。
55 名の生徒が参加した。ま
た、教員に対し ICT 活用の研
修会を実施した。ICT 活用に
関するアンケートを行った結
果、ICT 活用についての意欲
が高まったことが分かった。 

①指導と評価の一体化を
着実に進め、寒川高校と
しての方策を定着させて
いく必要がある。 
 
 
 
 
②確かな学力育成推進校
として、ICT を活用した
授業展開の研究をさらに
進める必要がある。 
 
 
 
 
 
 
②生徒のニーズを見極
め、講座を設定し、多く
の生徒の参加を目指す。 
また、教員の研修テーマ
もニーズを見極め実施す
る必要がある。 

 
 
 
 
 
 
 
 
②義務教育の定着が
不十分な生徒に対し
て、ICT を活用した
予習・復習ができる
と良い。予復習には
動画の活用が有効。
家庭学習においては
授業とうまくリンク
させ、量をこなすこ
とが大切である。 

①令和４年度の指導と
評価の計画について、
各教科で作成し共有で
きた。また、令和５年
度の指導と評価の計画
についても、各教科で
作成できた。 
 
②生徒による授業評価
をもとに、日常の授業
実践において研究を重
ね、改善に努めた。公
開研究授業を通し、教
員相互の知見を深め
た。 
 
 
 
②夏季休業中に生徒の
ニーズに応じた講座を
開講できた。また、ICT
活用に関する職員研修
を実施できた。 

①指導と評価の一体
化を着実に進め、実
践、検証を通して、
必要に応じた改善を
図っていく。 
 
 
 
②ICT を活用した授
業展開については今
後も研究を重ねてい
く。 
 
 
 
 
 
 
②生徒のニーズに即
した講座を設定し、
学力の定着を図って
いく。 
また、教員の研修テ
ーマについても検討
していく。 

２ 生徒指導・支援 

① ①基本的生活習
慣を確立させ、
規範意識を醸成
するとともに、
安心して学校生
活を送れるよう
に生徒の心のサ
ポートを行う。 
 
②部活動への加
入率を高め、学
校全体を活性化
するとともに、
地域社会に貢献
できる人間力を
育む。 
 
 
 
 
 
 

①社会の一員であ
る高校生としての
マナーの定着を図
るとともに、生徒
の実情を把握し組
織的支援体制をさ
らに強化する。 
 
 
②部活動への加入
を促進するため
に、新入生歓迎会
や部活動体験会を
開く。また、部活
動の環境を充実さ
せるため、活動に
必要な環境を整備
する。 

①「生徒支援の指針」
について全教職員で共
通認識を図り、ＳＳＥ
（ｿｰｼｬﾙ・ｽｷﾙ・ｴﾃﾞｭｹｰ
ｼｮﾝ）の取り組みや交
流当番、下校指導など
を通じて、個別理解を
推進し、問題行動の未
然防止を図る。 
②新入生歓迎会におい
て生徒代表から各部の
魅力を発信させ、部活
動体験会では新入生全
員に２つ以上の部活動
を体験させ、部活動へ
の加入を促進する。 
②部活動の予算を最大
限に生かし、環境を充
実させる。 

①生徒の問題行動
の発生件数を減少
させることができ
たか。 
 
 
 
 
 
②新入生の部活動
加入率40％以上か
つ、退部率を10％
以内に抑えられた
か。 
②３つ以上の部活
動で県大会出場以
上の実績を残せた
か。 

①問題行動を減少させること
ができた。１月までで60件。
（昨年度は 96 件） 
 
 
 
 
 
 
②新入生歓迎会と部活動体験
会を実施し、部活動への加入
促進を図った。 
１月 25 日現在、新入生の部
活動加入率は 34.5％であっ
た。また、退部率は 7.2％で
あった。 
②１月 25 日現在、卓球部、
陸上部が県大会に出場した。 
 
 

①今後も、生徒支援の指
針を全教職員で共通認識
し、SSEを活用して、生徒
と積極的にコミュニケー
ションをとりながら、下
校指導や交流当番などを
行い、問題行動の未然防
止を図る。 
 
②新入生の部活動加入率
が目標を達成できなかっ
た。来年度は部活動体験
の時間を延長して、部活
動への加入を促進する予
定である。 
②県大会への出場は２部
活と目標を達成できなか
った。来年度は耐震工事
が終わり、グラウンドの
使用面積が拡大するのに
備え、環境整備に努める
予定である。 

①生徒の問題行動が
増えている中、下校
指導などの先生方の
対応がしっかりとさ
れている。件数だけ
で見るのではなく、
全体で対応をしてい
くことが理想。ま
た、家庭との連携を
しっかりと取り、生
徒の実情を理解して
いくことが大切。 
①学校が安全安心快
適な場所であるため
には、規律が必要に
なってくる。 
②部活動も校庭で活
発に行われており、
外部での活躍も見ら
れる。生徒が主体的
に部活動に参加をし
ていくことが大切。
結果だけではなく、
その過程を大切にす
る。 

①下校指導や交流当番
をはじめとしたきめ細
かな生徒指導、SSE 等の
取組により問題行動の
未然防止を図り、指導
件数を減らすことがで
きた。 
 
 
②新入生の部活動加入
率 40％以上は達成でき
なかったが、退部率を
10％以内に抑えること
ができた。 
②３つ以上の部活動で
県大会出場以上の実績
は残せなかったが、演
劇部の南小学校での防
犯教室、高文連連盟賞
受賞などの実績を残す
ことができた。 

①全職員で共通認識
を持ちながら組織的
に指導、支援を行う
ことにより、生徒支
援体制を強化してい
く。 
 
 
 
②部活動体験と合わ
せて、ホームページ
や Twitter を通して
学校の日常生活や部
活動などの活動状況
の発信を継続してい
く。 
②生徒の主体的な活
動を支え、部活動の
活性化を図ってい
く。 



 

 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月９日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方法等 

３ 進路指導・支援 

① 生徒に自己の在
り方生き方を考
えさせ、望まし
い勤労観や職業
観と主体的に進
路を選択する能
力を育成して、
進路実現につな
げる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①生徒の希望や状
況を把握し、個々
の適性に合った進
路実現ができるよ
う細やかな進路指
導・進路支援を実
践する。 
 
②キャリア教育に
係る外部の資源を
有効に活用し、生
徒の進路意識の向
上を図る。未来の
社会を強く生き抜
く力を育み、目標
を持って進路実現
できる生徒を育成
する。 

①校内の支援担当及び
校外の支援機関と連携
し、進路指導に関わる
支援体制の構築・強化
を図る。 
 
 
 
②地元企業等と連携し
た本校独自のインター
ンシップをはじめとす
る体験活動や職場見学
等を実施することで、
生徒の職業観を育成す
るとともに、進路意識
の向上を図る。 
 

①進路未決定率を
10%以内に収める
とともに、適切な
支援体制のもと、
進路支援を行うこ
とができたか。
（昨年度 9.9%） 
 
②生徒の多用な進
路のニーズを踏ま
え、本校独自のイ
ンターンシップ等
の体験活動を企画
する。コロナ禍以
前の実績を回復す
ることができた
か。（令和元年度
協力事業所数：
16） 

①１月 31 日現在卒業予定者
224 名のうち、進路未決定者
は 30 名（13％）。この中に
は現在進路活動に取り組んで
いる生徒もいる。 
 
②夏季休業期間を中心に、地
区インターンシップ４名、寒
川高校インターンシップ 15
名、仕事の学び場１名、延べ
20 名の生徒がキャリア体験
活動に参加した。 
昨年度編集した「寒川高校進
路ノート」の活用や、「地元
企業高校内企業説明会の実
施」の他、サポートステーシ
ョンとの情報交換会を開催す
るなど、キャリア教育に係る
外部資源との連携を推進し
た。（進路ノート協力 34 事
業所、地元企業説明会協力
11 事業所（予定））。 

①進路指導を進めるうえ
で、支援が必要な生徒が
少なからず在籍してい
る。生徒の特性に応じた
進路支援、支援機関との
連携を今後も進めていく
必要がある。 
 
②新型コロナウイルス感
染防止対策を講じつつ、
キャリア体験活動を再開
した。 
次年度も状況を踏まえ実
施を計画する。また商工
会等の外部機関と連携
し、より有益な枠組みの
構築を目指す。 

①進路多様校におい
ては、体験学習を増
やすとともに、目標
をどこに置くかを検
討していく必要があ
る。 
 
 
②インターンシップ
などの体験活動を増
やしていき、会社と
生徒のミスマッチが
減らせると良い。 

①3月 14 日時点での進
路未決定率は 9.0％とな
り 10％以内に収めるこ
とができた。３学年職
員とも連携をとり適切
に進路支援を行うこと
ができた。 
 
②新型コロナウイルス
感染症対策を講じなが
ら、多用な進路のニー
ズを踏まえ、本校独自
のインターンシップ等
の体験活動を実施し
た。地元企業やサポー
トステーション等との
連携を図った。 

①引き続き、生徒の
特性に応じたきめ細
かな進路支援を行う
とともに、支援機関
との連携を図ってい
く。 
 
 
②次年度も状況を踏
まえながら、学校外
での体験活動を計画
していく。また、外
部機関との連携を一
層図り、進路実現を
支援していく。 

４ 地域等との協働 

① 寒川町唯一の高
等 学 校 と し 
て、寒川町や近
隣地域、小中学
校 の 期 待 に 応
え、地域に親し
まれ、地域とと
もにある学校づ
くりを進める。 
 
 
 
 
 
 

①寒川高校の情報
を中学生や保護
者、地域に積極的
に広報するととも
に、町や地域のイ
ベントへの生徒の
参加や近隣の小中
学校との交流を推
進する。 
 
 
 
②広域避難場所と
して地域との連携
を図り、町の防災
対策、減災対策の
一翼を担う。 

①ホームページや学校
案内の内容を充実させ
るとともに、ツイッタ
ーを活用し、迅速な情
報発信を行う。  
①町や地域と情報交換
しながら、生徒の地域
との交流やイベント参
加の機会を増やす。 
 
 
 
②寒川町防災担当部署
及び近隣自治会と連携
方法を再構築する。 

①ホームページの
更新やツイッター
での情報発信を、
適切かつ速やかに
行ったか。 
①町や地域のイベ
ントへの参加や近
隣の小中学校との
交流の機会が増え
たか。 
 
 
②町や地域の防災
訓練に参加し、町
の防災対策に協力
できたか。 

①ホームページや行事等の様
子を伝えるツイッターでの情
報は、ほぼ実施の翌日に発信
することができた。 
①コロナ禍の中、徐々にでは
あるが地域のイベント等に参
加することができた。具体的
には、地域の田植えボランテ
ィアや小学校での演劇部によ
る防犯教室、野球部による野
球教室を行い、交流を図っ
た。 
②コロナ禍のため、町や地域
の防災訓練が中止になり、協
力ができなかった。 

①今後は、新型コロナウ
イルス感染症の状況をみ
ながら、感染対策を講
じ、どのような活動がで
きるかが課題と考える。
学校運営協議会の地域連
携部会と連携しながら、
地域との交流を進めてい
く必要がある。 
 
 
 
②寒川町及び地域と連携
をとりつつ、広域避難所
として協力体制を築いて
いく必要がある。 

①来年度は、より活
発に学校行事が行わ
れることを期待す
る。 
①写真部生徒に寒川
町の宣材写真をとっ
てもらい、広報誌の
表紙等に使用して広
報活動ができれば、
生徒のやる気にもつ
ながる。 
 
②田端、大曲との防
災訓練は今年度は実
施できなかったが、
来年度は実施した
い。 

①ホームページやツイ
ッターでの情報発信を
迅速かつ適切に行い情
報発信に努めた。 
①ボランティアや部活
動で地域のイベント等
に参加し、交流を図る
ことができた。 
 
 
 
 
②防災訓練への参加は
新型コロナの影響で中
止となったが、来年度
はぜひ参加をしていき
たい。 

①今後も情報発信を
適宜行うなど広報活
動を推進していく。 
①学校運営協議会に
おける地域連携部会
の活性化を図り、生
徒の学校外での活動
を増やしていく。 
 
 
 
 
②防災訓練に参加
し、寒川町や自治会
との協力体制を築い
ていく。 

５ 
学校管理 
学校運営 

① 職員全体が学校
運営上の課題を
共有し、安全・
安心な学校づく
りに邁進すると
ともに、事故・
不祥事防止の徹
底を、より一層
推進する。 
 
 
 
 
 
 
 

①風通しのよい職
場環境づくりに取
り組むとともに、
働き方改革を推進
し、不祥事をゼロ
にする。 
 
 
 
 
 
 
②校舎耐震工事に
おいて、安全確保
と教育環境の整備
を図る。 

①日常的な会話や協働
の中で情報を共有し、
コミュニケーションを
取りやすい職場づくり
に努めるとともに、職
員全体の協力体制によ
り、勤務時間の縮減を
図る。 
①事故・不祥事防止研
修会を効果的に実施
し、職員の意識を高め
る。 
②仮設校舎から南棟
へ、東棟から仮設校舎
への２回の移転に備
え、生徒の動線の安全
確保に必要な環境整備
計画を立てる。 

①職員間の情報共
有や校内研修が適
切に行われ、事
故・不祥事はゼロ
となったか。 
 
 
 
 
 
 
 
②夏季・冬季休業
中、安全を確保し
た移転を実践する
とともに、環境整
備計画を実践でき
たか。 

①職員間の情報共有を進める
ため、各グループ・学年の会
議等を綿密に行い、朝の打合
せや職員会議において、検討
事項を報告することで情報共
有が図られた。また、状況に
応じて臨時の打ち合わせを持
つこともあった。 
①事故・不祥事防止研修を定
期的に行うことで、事故防止
に努め職員の意識高揚を図っ
た。 
②耐震工事に伴う仮校舎から
南棟への移行をスムーズに進
められた。また、東棟から仮
校舎への移転もスムーズに進
めることができた。 

①職員間の連携を深め、
それぞれの個性を互いに
理解しあい、風通しのよ
い働きやすい職場をつく
る。 
①引き続き事故防止に努
め職員の意識高揚を図っ
ていく。 
 
 
 
 
②新年度が改修工事の最
終年度になる本校舎東棟
への移転にむけ、安全確
保に必要な環境整備の計
画を立て、スムーズに行
うようにする。 

①学校という場所
は、安全安心そして
快適な場所であるこ
とが理想である。 

①職員間の情報共有や
緊急時の協力体制は築
けているが、勤務時間
超過となる職員も多
く、業務の負担軽減に
課題が残る。 
①職員間の情報共有や
不祥事防止に係る点検
資料の提示、グループ
ワークによる校内研修
を実施できたが、成績
処理においてミスがあ
った。 
②耐震工事に伴う引越
作業を円滑に行った。 

①業務負担に偏りが
生じないよう可能な
限り校内人事の調整
を行っていく。 
①ミスが起きた原因
をもとに、再発防止
に努めていく。 
 
 
 
 
 
②来年度予定されて
いる仮設校舎から東
棟への引越作業が円
滑に行えるよう計画
を立てる。 

 


